
災害時トイレ対策講座について 

●災害時のトイレ問題解消に向けた取り組み 

【災害時のトイレ問題とは】 

大規模地震が発生した場合、トイレに必要なインフラ機能が停止することで、⾧

期に渡ってトイレが使用できなくなる問題のことです。トイレの衛生環境が不

十分だと被災者の避難生活を悪化させ、健康被害はもちろんのこと感染症が拡

がる可能性などがあり、汚水が溢れると地域全体の衛生環境も悪化し、ひいては

震災関連死につながる可能性を含む、命にかかわる重大な問題でもあります。 

（災害時のトイレ問題に関する具体的な問題点） 

●過去の経験上、災害時（震度 6 以上の地震）は、水洗トイレが使用できなくな

り、無理にトイレを使用すれば汚水 （糞尿）が逆流して溢れ出ます。災害時のト

イレ対策は自らが行う必要（自助）があり、具体的なトイレ対策の周知をすすめ

る必要があります。 

●避難所等に設置される仮設トイレは、陸路で運ばれるため設置までに時間が

かかります。また、仮設トイレのし尿収集処理を当協会は第一義的に担っており

ますが当協会が保有しているバキューム車は７台（R６.４.１現在）であり、仮

設トイレの処理が追い付かない可能性もあります。災害が発生した時は、仮設ト

イレだけでなく、携帯トイレを活用する必要がありますが、携帯トイレの使用方

法及び処理方法について十分な知識の普及がなされているとは言えません。 



♦当協会は、携帯トイレの活用方法などの周知を目的として令和 5 年 4 月より

「災害時のトイレ対策出前講座」を始めました。 

＜災害時のトイレ対策出前講座の実績＞ 

令和５年度中には、地域や団体の活動にお邪魔するなどして、約１５回、４００

人程度の方々に「出前講座」を受講していただきました。 

＜市内の小学校での特別授業＞ 

また、災害時のトイレ対策を含む特別授業の依頼を受け、令和５年６月と令和６

年１月に特別授業（5・6 限の計 90 分：参加者各５０名程度）を行いました。 

♦土曜日実施の「トイレ対策講座」について 

今回、平日に実施している「出前講座」とは別に、若江岩田駅前のイコーラム６

F 学習室をお借りして、土曜日の午後に、個人で申し込み、参加ができる 「災害

時のトイレ対策講座」を企画しました。みなさま、ぜひ、お申込みください。 

【災害時のトイレ対策講座のご案内】 

内容：災害時のトイレ対策及び疑似し尿を用いた携帯トイレの訓練 （費用は無料） 

所要時間：60 分程度（携帯トイレの訓練含む） 

実施場所：イコーラム６F 学習室（若江岩田駅北側） 

実施日時：令和６年９月１４日（土）１３時３０分～ １５時３０分～ 

定員：各回２５名（申込先着順） 

申込先：環境事業課 TEL072-966-6675 FAX072-966-6683 担当前田 ・坂田 



＜災害時のトイレ対策講座の資料及び携帯トイレ訓練の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜小学 6 年生を対象とした特別授業の資料及び携帯トイレ訓練の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


